
は   じ   め   に 

 

この文はリオデジャネイロでのオリンピック・パラリンピック大会が閉幕した頃に

執筆しています。日本人選手の大活躍は、私達にスポーツの素晴らしさを実感させて

くれました。私は夢想します。リオ大会をきっかけに県民の皆さまがスポーツを始め、

生活習慣病が減少して40兆円を超えた国民医療費が減少してくれたなら。その分が 

スポーツ振興に投資され、平成32年東京オリンピック・パラリンピック大会で更に 

日本人選手が活躍してくれたなら。その活躍が県民健康の拡大再生産を軌道に乗せて

くれたなら。しかし、県民の命と健康を守る公衆衛生の第一線機関である保健所は、

夢想家ではなく、徹底したリアリストでなければなりません。 

 リオ大会は、蚊という生物が人類に如何に脅威を与えているかを教えてくれました。

このまま漫然と東京オリンピック・パラリンピック大会を迎えたならば、日本からの

お土産が、ジカウイルス、デングウイルス、マラリア原虫ともなりかねません。蚊と

は関係がありませんが、平成28年の麻疹アウトブレークも東京大会開催に向け、教訓

として活かさなければなりません。 

 平成28年は、熊本県を中心とする大地震が発生した年でもあります。東京オリンピ

ック・パラリンピック大会では、地震国である日本が、海外からお客様をお迎えする

にあたり、どのような「おもてなし」を準備すべきか、災害医療や帰国困難者対策を

整備することが問われます。 

 平成28年7月、神奈川県の知的障がい者施設において、多くの入所者が死傷される凄

惨な事件が発生しました。これが日本を特徴づける事件と誤解されぬよう、誤解があ

るならその解消を目指し、心のバリアフリーを一層進めていかなければなりません。 

 今年も野田健康福祉センター（野田保健所）の事業年報をお届けいたします。この

年報は、我々が無責任な夢想家ではなく、楽観的なリアリストであることを皆さまに

ご確認いただくために発行しております。蚊の発生源対策、災害医療の整備、心のバ

リアフリー推進、いずれも保健所だけでは行えません。皆様からご理解、ご協力を頂

けますことをお願いして、巻頭のことばとさせて頂きます。 

 

平成28年10月  

 

千葉県野田健康福祉センター長（野田保健所長）坂本 泰啓 
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凡  例 

１ 各表、図は、年とあるものは１月～12 月

の暦年、年度とあるものは、1 月～翌年 3

月の会計年度である。 

２ 各表中、年号表示のない資料は、平成 27

年度分（平成 27 年 4 月１日～平成 28 年 3

月 31 日） 

３ 各表欄外の注を参照のこと。 

４ 各表の数字は、単位未満を四捨五入して

ある。したがって、合計表と内訳の計が一

致しない場合がある。 

５ 各表の符号は、特にことわりのないほか

は、次のとおりである。 

「０」掲載単位に満たないもの 

「－」該当なし 

「…」事実不詳又は資料なし 

「△」減少を示す


